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明和町キャリア教育推進事業計画では、キャリア教育を総合的に推進するために縦と横

の連携機能をもった組織の編成を位置づけている。昨年度、明和中学校では小中交流活動

に重点を置き、小学校と縦の連携を強化する取り組みを展開してきた。そこで、今年度は

職場体験を中心とした横の連携に視点を置いた取り組みを進めている。  

職場体験は、キャリア教育を推進していくための極めて重要な学習活動であるが、一過

性の行事として扱われる場合が多く、その教育効果や機会が十分に生かされていない実態

がある。職場体験を実施した効果としては、勤労観・職業観の芽生えによる職業や働くこ

とへの関心の高まりや、前向きに自己の将来を設計する力や自らの意志と責任によって進

路選択をする力の高まりが期待されるが、これらの効果は職場体験学習実施期間中だけで

なく、三年間を通した系統的なキャリア教育や事前・事後の指導の充実により得られるも

のである。本校でも、第２学年で三日間の職場体験を実施しているが、体験先の確保や事

前準備（安全・緊急対応の確認、社会性やルールに関する指導）に多くの時間が割かれて

おり、系統的な指導計画の作成や事前・事後指導の充実が必要な実態が見られたため、そ

の充実に向けて今年度次のような方策を行ってきた。  

  

①職場体験を中心とした系統的な指導計画の作成  

 まず、職場体験（本校では２年次に実施）を中心として、その前後にあるキャリア教育

に直接結びつく活動の洗い出しと整理を行った。職場体験に生かされる事前・事後の活動

を把握し、ねらいや身に付けさせたい力につながりが見られるよう整理することで、それ

ぞれのねらいがより明確になり、職場体験がより効果的な学習になると考えられる。  

事 
 

前 

１
年
次 

「職業インタビュー」 ・実社会との関わり 

「校内ハローワーク」 
・職業について幅広い視点 

・仕事をすることの喜びや厳しさの理解 

２
年
次 

「職場体験に向けて」 
・体験のねらいや自己の課題の確認 

・マナーや礼儀についての確認 

 職場体験実施 

事 
 

後 

「職場体験発表会」 
・体験の深化、共有化 

・職業観の広がり 

「上級学校調べ」 ・進路学習に向けた動機付け 

「上級学校体験授業」 
・日常の学習活動への動機付け 

・進路選択に向けた動機付け 

３
年
次 

「進路計画づくり」 
・暫定的な進路選択 

・将来の夢や生き方の現実的探索 

 

②職場体験の事前・事後指導の充実  



 職場体験の事前指導では、ねらいを明確にして、自己の課題を発見することが重要であ

り、事後指導では、生徒間で体験したことを共有したり、働くことの意義を振り返ったり

することが重要である。従って、職場体験実施期間中とその前後の指導がＰＤＣＡサイク

ルのかたちでマネジメントされていることが、事前・事後指導の充実に欠かせないといえ

る。そこで、本校では下図のようなワークシートを活用して事前・事後指導を行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒のワークシートでは、事前・事後で次のような記述が見られた。  

［事前］               ［事後］  

  

一見すると、この生徒は職場体験を通して保育士という職業にマイナスのイメージをも

ったように見える。しかし、これは働くことの厳しさを学んだ姿の表れであって、キャリ

アプランニング能力が高まった姿であるといえる。職場体験の事後指導では、特に、この



ような自己の変化・成長に客観的に気付く機会を大切にしたい。事前から事後までにつな

がりをもたせ、仕事や働くことのイメージの変化、大人の働く姿を見て感じた自己の課題

などを捉えさせることで、効果的な職場体験とすることができると考える。  


